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新年度を迎えて 

所長 下鳥 善男 

 

中心子どもの家の園庭には、海老名市にありました中心学園から移植した桜の木が数本あります。毎年見事

な花を咲かせますが、近頃は開花が早まり、新年度を迎える４月にはすっかり緑色の葉で覆われてしまいます。

昔は桜が４月の象徴でしたが、新緑の４月になりつつある今の桜を見ていると、時代と共に気候も変化するこ

とが感じられます。 

  時代と共に変化するといえば、とにかく便利な世の中になったものです。ネットで検索すれば何でも調べ

られ、疑問はすぐに解決します。大人も子どもも「分からないこと」が極端に少ない世の中になりました。分か

らないことが少なくなり、失敗を体験する機会も減りました。私自身も便利になったと実感しつつ、この「失敗

の体験」が少ないことを、実は少々危惧しています。大人にしても子どもにしても、失敗から学ぶことは大いに

ありました。しかし今、そのような場面に遭遇することが少なくなり、いざ失敗をした時にダメージが大きく、

より困難な状況へと自分を追い込んでいるのではと思ったりします。 

平昌オリンピックで男子フィギュアスケート金メダルを獲得した羽生結弦選手のコーチであるブライアン・

オーサー氏の言葉を紹介します。羽生選手は、演技の中で初めて４回転ジャンプに挑戦した際に、上手く飛べ

ませんでした。その失敗に対し、ブライアン氏はコメントで『１枚目のパンケーキは必ず失敗する』と話してい

ます。失敗は悪いことではない。失敗から学ぶことがある。その後の成功を信じて行動する。失敗した時に助け

を求められるコミュニケーションの力をつけ、失敗体験から学び成長する力を、このブライアンコーチの言葉

のように子どもたちに伝えていきたいと思っています。 

 中心子どもの家でも新年度を迎え、子どもたち、職員共に元気に新生活をスタートさせました。私自身も所

長を拝命させて頂いて２年目を迎えました。子どもも大人も、環境が変わり分からないことや、失敗があるで

しょう。しかし、ピンチをチャンスに変えられるような人間であるよう、人材育成に力を入れていきたいと思

っています。こうしたことは、近隣の皆様、地域、ボランティアの皆様、関係機関、協力者の皆様のご支援があ

って実現するものと考えています。どうぞ今年度も職員、子どもたちへのご理解ご協力のほどよろしくお願い

いたします。飛躍の年になるよう職員、子どもたちと一丸となって頑張ってまいります。 
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今年度は新たに４名の職員が加わり、総勢３２

名でスタートを切りました。          

新チームになって１ヶ月。まだまだこれからの

チームですが、お互いに支え合いながら、励まし

合いながら、ひたむきに、日々の支援に努めてま

いります。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

○渡邊優（花の家） 

今年度より女子養護係（花の家）に配属になりました、渡邉優（わたなべゆう）です。大学１年の春か

らボランティアとして、中心子どもの家の子どもたちと関わらせていただいておりました。中心子どもの

家に配属が決まった時は、関わってきた子どもたちの成長をこれからも見守ることのできる嬉しさと、ボ

ランティアから職員に立場が変わることへの不安が入り混じっておりましたが、子どもたち１人１人の

ことを深く知っていくことで、しっかりと向き合っていきたいという前向きな気持ちになりました。 

「わたしのちいさい頃、どんなだった？」といった、子どもたちにとっては記憶に残らない時間の質問

にも答えられるよう、日々を大事にしていきたいと考えています。初心を忘れず、努力してまいります。

よろしくお願いいたします。 

 

○山田伸明（心の家） 

4 月より、男子養護係として心の家の配属になりました、山田伸明（やまだのぶあき）と申します。中

心子どもの家の職員になりまだ間もないですが、今日まで施設の子どもたちや、熱意を持って働かれてい

る先輩職員の方々と過ごす中で、私も子どもたちのこれからに、少しでも貢献できるよう力をつけていけ

いくことができたら、とても嬉しいことだなと感じさせていただいています。 

自分にできること、自分だからできたと思えることを大切にして、一歩ずつ進んでいきたいと思ってい

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○高橋拓也（大地の家） 

今年度より男子養護係（大地の家）に配属になりました、高橋拓也( たかはしたくや) です。大学の専

攻が幼児教育で、在学中に児童養護施設について学んだことや実習をした経験から、児童養護施設で働

きたいと思いました。 

私は、安心，安定した生活を当たり前にすることができるような環境作りや、自分の趣味である運動

や音楽の素晴らしさを子どもたちに伝え、子どもとともに成長していきたいと思います。その為にも早

く仕事を覚え、子どもたちと関わる時間が長く持てるように努力していきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

（左から：山田、渡邉、植松、高橋） 
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○植松 妙（栄養士） 

 こんにちは。給食課の栄養士として働きます植松妙（うえまつたえ）です。以前は、食品スーパーで

惣菜作りや商品の陳列、原材料シール作りなどをして働いていました。 

「管理栄養士」という資格を知ったのは高校のときでした。小さいときからスポーツをすることが好

きで、部活動はバドミントン・ソフトボールをしていました。いつかスポーツ選手の栄養サポートをし

たいと考えるようになり、「スポーツ管理栄養士」を目指しました。色々な学びの中で、目指すものが変

わり、中心子どもの家で働くことになりました。 

子どもたちのために何が出来るか、周りの皆様と協力して全力投球していきます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

ＩＳＯ９００１認証取得しました 

 

 ＩＳＯ９００１の認証を取得い

たしました。これからも職員一同

一丸となって、支援の質の維持に

精進してまいります。白いユニフ

ォームを真っ黒にすることを厭わ

ずに・・・ 

 

５月５日はこどもの日。今年度からは

新たな鯉のぼりとなり、子どもたちも興

味津々！取り付けを手伝ってくれまし

た。鯉のぼりの他、兜を飾り、菖蒲湯に

浸かり、こどもの日を味わいました。 

 

ゴールデンウィーク中は、それぞれの

ユニットで公園外出などを計画し、体を

動かし楽しみました。エスコートキッズ

として参加したサッカー招待、元気な姿

を見せに行った乳児院の集い、城山湖で

のマラソン練習などの行事もあり、楽し

いゴールデンウィークとなりました。 

 

ї К 

中心子どもの家では、施設内のホールや

和室を地域の皆様に貸し出しております。

地域のサークル活動や、打ち合わせ等での

ご利用が可能です。ご予約は、ご利用した

い日程の１ヶ月前からとなっております。

ご希望の方はお問い合わせ下さい。尚、施

設の都合でご利用いただけない日もござい

ます。ご了承ください。 
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ご寄附お礼 

【平成３０年３月１日～５月１７日】  

高橋契二様、コストコ多摩境店様、ザシティ相模大野店様、コンパル橋本様、相模友の会様、中里和子様、 

カーブス町田旭町店様、カーブス上溝店様、カーブス西橋本店様、カーブスコピオ相模原インター店様、

カーブス淵野辺店様、（株）インタージャンク代表取締役佐藤善彦様、（有）ダスカジャパンクァウテモッ

ク様、日本鯉のぼり協会様、ＷＦＷＰさがみはら金澤静子様、吉村和雄様、デビルマン様、倉澤綾子様、

鈴木豊様、（株）三光工芸社様、小川一良様、関東アイスクリーム協会様、匿名３名様 

 

熱いご支援ありがとうございました。 

 

 今年度２回目のおもちゃばこでは、チャリティーキャラバンの人形劇

『はらぺこ坊やホップくん』を開催いたしました。当日はあいにくのお

天気の中、３５名が集いました。 

人形劇は、お話の中で呼びかけや参加型ゲームが盛り込まれ、会場が

１つになり、臨場感あふれるステージとなりました。参加したお客様か

ら、「子どもがとても集中して話を聞けていたことに驚きました。」、「楽

しくて時間が過ぎるのが早かった。」等の感想をいただきました。これか

らも楽しい親子サロンを企画します！是非遊びに来てください。 

 お手伝いいただきました主任児童委員さんを始め、地域の方々に感謝

いたします。ありがとうございました。 

 

ʴⱲἧ ὤ Ӣ᷂׀ ӲВσ 

 

中心子どもの家では、月１～２回程度、未就園児と保護者の方を対象に、親子サロン「おもちゃばこ」

を開催しています。予約は不要です。当日施設にお越しください。昨年度に引き続き、今年度も新しいプ

ログラムをご用意しています。お気軽にご参加ください。 

  

 ＜３０年度 ５～７月予定表＞ 

月 日 曜日 内  容 

５ １０ 木 リズム 

※①おもちゃの病院 

２３ 水 「グーチョキパー」（人形劇） 

６ １４ 木 リズム 

２７ 水 英語で遊ぼう 

７ １２ 木 リズム 

※①おもちゃの病院 

※②保健師さん・栄養士さんが来ます 

時間：１０時半～１１時半（和室・ホール開放は１４時まで） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

新宿夏祭りの出し物 

※①おもちゃの病院とは 

・おもちゃドクターが無料で治療

（修理）をしてくれます。（部品代

等有料の場合があります。） 

・件数把握のため、事前にご連絡く

ださい。 

※②保健師さん・栄養士さん来園に

ついて 

・保健師さん、栄養士さんへご心配

ごとを相談できる日です。 


